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形成外科

頭蓋、顔面骨の形成異常、無（小）眼球症、リンパ管腫など

◎潰瘍、褥瘡
難治性潰瘍の外科的治療

◎その他の変形

・

・

・
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［レーザーによる治療風景］

形成外科とは、形を造る外科です。具体的には先天異
常あるいは後天性疾患によって身体外表に現れた変形
を、形態的並びに機能的に修復、再建することを目的と
した外科の一分野です。
顔面・体幹・四肢の外表奇形などの先天異常や、外
傷・熱傷・手術後瘢痕などの後天性変形を主な対象疾
患としています。

診療実績（2022年）

年間初診患者数は1,163名、入院患者数は352名
です。手術数は患者が子どもであるため、全身麻酔に
よるものが大部分で年間327件です。
手術は、母斑（あざ）、良性腫瘍の治療の他、先天性眼瞼
下垂や臍ヘルニア（でべそ）、小耳症を含む耳介の異常、
手指・足趾の先天異常など、対象疾患は多岐にわたり
ます。
外来は通常の形成外科の外来の他にレーザー専門外
来、皮膚科外来を併設しています。

主な治療

診療科の概要

主な対象疾患

唇裂、眼瞼下垂、耳介や鼻の変形、小耳症、手指･足趾
の異常、女性化乳房、臍ヘルニア（でべそ）、瘻孔（耳、
頚部、仙骨部等）

◎顔面・体幹・四肢の外表異常（先天奇形）

血管腫（赤あざ）、扁平母斑（茶あざ）、色素性母斑、
脂腺母斑、太田母斑など

◎母斑、皮膚腫瘍

◎けが一般（特に顔面）、瘢痕（傷あと）、顔面骨骨
折、瘢痕拘縮（引きつれ）、皮膚潰瘍、ケロイドなど

手術による外表異常（先天奇形や後天性変形）の修正
機能的改善のみならず、整容面での満足も得られる
治療をめざしています。

各種レーザーによる母斑（あざ）の治療
色素レーザー、Qスゥッチ-アレキサンドライトレーザー、
炭酸ガスレーザーを駆使し、場合によっては局所麻酔
や全身麻酔を併用して、可能な限り疼痛を少なくしな
がら治療を行っています。

褥瘡・難治性潰瘍に対する治療
持続吸引療法や創傷被覆材などを用いた保存的治療
と皮弁形成術などによる外科的治療とを組み合わせ
て治療にあたっています。

特にいちご状血管腫（乳児血管腫）に対しては、患者
さんの状態に応じて従来のレーザー治療か、新しい
治療法であるヘマンジオルの内服治療を選択して対
応しています。

口腔外科

唇裂・口蓋裂の総合治療を目的として1987年に開
設。口腔外科、矯正歯科および言語治療の専門スタッ
フが口腔外科に集まり、周産期・小児病院の特徴を生
かした、長期間の唇裂口蓋裂総合一貫治療を行う体制
を確立しています。

当科を受診した唇裂・口蓋裂患者数（一次症例）は85
名で手術件数は375件、そのうち唇裂口蓋裂関連手術
は238件です。

診療実績（2022年）

診療科の概要

主な検査と治療

唇裂・口蓋裂手術、顎形成異常に対する集学的治療、唇裂
口蓋裂に起因する咬合異常に対する矯正歯科治療、口蓋
裂児の言語治療、鼻咽腔閉鎖不全の診断、嚥下障害の診断

片側性唇顎裂および両側性唇顎口蓋裂の症例に対して生後
３～４ヵ月での口唇形成術（いずれも1回の手術）を行った例。

専門外来

唇裂口蓋裂外来、矯正歯科外来、音声言語外来

主な対象疾患

唇裂・口蓋裂、顎口腔領域の先天異常、小児の口腔外
科疾患（口腔腫瘍、のう胞、外傷、顎変形症、埋伏歯、
小帯異常等）、小児の音声言語障害

主な設備

コーンビームCT、鼻咽腔内視鏡、セファロレントゲン装
置、三次元模型測定機、舌口蓋接触記録装置、手術用
内視鏡システム

◎唇裂・口蓋裂関連手術
・唇裂一次手術：39件
・口蓋裂一次手術：52件
・唇裂二次手術：50件
・顎裂部骨移植術：30件
・咽頭弁形成術：9件

◎その他の手術
・抜歯術：69件
・小帯延長術：23件
・のう胞摘出術：9件
・埋伏歯開窓術：8件
・腫瘍切除・摘出術：18件
・舌形成術：5件
・外傷創縫合術：1件　など

診療科からのお知らせ

胎児診断で唇裂口蓋裂の疑いが指摘された場合は、
出生前に口腔外科で治療についての説明をしています。
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